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泊
原
発
の
未
解
決
な
新
た
な
リ
ス

ク
が
、
真
下
議
員
の
質
問
で
判
明
し

ま
し
た
。 

 

原
発
は
常
に
冷
却
が
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
泊
原
発
に
は
海
水
や
河
川

水
を
ろ
過
し
て
一
次
冷
却
水
、
二
次

冷
却
水
に
給
水
す
る
水
を
貯
め
て
お

く
「
ろ
過
水
タ
ン
ク
」
と
い
う
主
要

な
施
設
が
８
基
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

は
規
制
委
員
会
が
定
め
る
耐
震
基
準

で
は
、
一
般
公
共
建
築
物
と
同
等
で

よ
い
と
さ
れ
、
福
島
第
一
原
発
事
故

後
も
耐
震
強
化
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

泊
原
発
で
は
こ
の
タ
ン
ク
の
近
く

に
発
電
に
よ
る
温
排
水
を
放
水
す
る

た
め
に
一
時
的
に
貯
水
す
る
放
水

ピ
ッ
ト
と
い
う
設
備
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
耐
震
重
要
施
設
で
す
。
津
波

な
ど
で
海
水
が
逆
流
し
な
い
よ
う
溢

水
防
止
壁
を
設
置
す
る
工
事
中
で
す

が
、
タ
ン
ク
の
損
壊
に
よ
る
溢
水
防

止
壁
へ
の
影
響
と
対
策
を
検
討
中
で

す
。
原
子
力
規
制
委
員
会
で
は
今
も

審
査
中
だ
と
判
明
し
ま
し
た
。 

 

給
水
も
放
水
も
「
こ
の
ま
ま
で
安

全
と
言
い
切
れ
な
い
」
と
迫
っ
た
質

問
に
高
橋
知
事
は
「
厳
正
な
審
査
を

求
め
る
」
と
、
相
変
わ
ら
ず
国
任
せ

答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。 

 

真
下
紀
子
議
員
は
、
９
月
28
日
の
一
般
質
問
で
泊
原
発
の
新
た
な
リ
ス

ク
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
泊
原
発
の
冷
却
水
を
た
め
る
タ
ン
ク
の
耐
震
基

準
は
公
共
建
築
物
並
み
の
た
め
、
地
震
に
よ
る
損
壊
で
近
く
の
耐
震
重
要
施

設
に
影
響
が
出
る
た
め
対
策
が
必
要
で
す
が
今
も
結
論
が
出
て
い
ま
せ
ん
。 

 

道
政
史
上
初
の
４
期
目
を
担
う
高

橋
知
事
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
道
庁
を
掲

げ
職
員
を
２
０
０
２
年
以
降
７
０
０

０
人
も
減
少
さ
せ
、
２
／
３
ま
で
減

ら
し
ま
し
た
。
一
方
で
部
長
級
の
比

率
を
１
・
６
倍
に
高
め
た
「
逆
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
人
事
」
の
見
直
し
を
一
般
質

問
で
求
め
ま
し
た
。 

 

真
下
議
員
は
、
幹
部
だ
け
を
増
や

す
い
び
つ
な
人
事
行
政
に
よ
り
現
場

は
多
忙
化
し
、
幹
部
の
縦
割
り
は
強

化
さ
れ
、
判
断
・
責
任
・
調
整
力
を

小
さ
く
し
て
い
る
と
指
摘
。
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
人
事
へ
見
直
す
よ
う
求

め
ま
し
た
。  

 

ま
た
、
道
内
空
港
一
括
民
営
化
に

つ
い
て
「
知
事
は
こ
れ
だ
け
幹
部
を

養
成
し
て
い
る
と
い
う
の
に
、
地
域

事
情
も
詳
し
い
と
は
い
え
な
い
国
か

ら
の
出
向
者
を
、
『
北
海
道
発
』
の

空
港
民
営
化
の
担
当
幹
部
に
充
て
る

の
は
な
ぜ
か
。
『
北
海
道
発
』
の
幹

部
で
な
ぜ
で
き
な
い
の
か
」
と
質

 

Ｊ
Ｒ
深
川
駅
に 

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が 

設
置
さ
れ
ま
す
！ 

 

来
年
10
月
完
成
予
定
で
す
。 

 

「
深
川
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
」

求
め
る
署
名
が
１
万
筆
を
超
え
、
設

置
を
求
め
る
運
動
が
広
が
り
ま
し

た
。
昨
年
５
月
、
共
産
党
道
議
団
は

深
川
駅
の
調
査
を
行
い
山
下
貴
史
市

長
、
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
望
む

会
」
の
加
藤
会
長
ら
か
ら
要
望
を
お

聞
き
し
、
道
議
会
質
問
で
と
り
あ
げ

る
と
と
も
に
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
国
へ
も

要
請
し
、
実
現
に
尽
力
し
ま
し
た
。 

＊ 泊原発の原子炉は「加圧水型  
  軽水炉（ＰＷＲ）」です。 
 

＊ ＰＷＲの冷却水は２系統あり  
  原子炉の中で燃料棒に直接   
  触れる冷却水が1次冷却水、 
  そこから熱をもらって蒸気に 
  なる冷却水が2次冷却水。 
 

＊ 北電は冷却費用年間12億円  
  維持管理費年間800億円、 
  合計812億円としています。 

問
。
人
事
ま
で
国
頼
み
の
高
橋
知
事

を
追
及
し
ま
し
た
。 

 

知
事
は
「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
ス

ピ
ー
デ
ィ
に
動
く
幹
部
の
困
難
さ
が

増
し
て
い
る
。
適
材
適
所
で
執
行
体

制
の
充
実
を
図
る
」
と
強
弁
し
、
見

直
し
を
拒
否
し
ま
し
た
。 

深川駅でリフトを調査する 
  佐野・真下・菊池議員 

 

台
風
に
よ
る
天
人
峡
へ
の

道
道
は
復
旧
し
ま
し
た
が
、

天
人
峡
温
泉
か
ら
羽
衣
の
滝

に
通
じ
る
遊
歩
道
は
２
０
１

３
年
の
大
雪
に
よ
る
土
砂
崩

れ
で
通
行
止
め
が
続
い
て
い

ま
し
た
。
国
が
橋
の
架
け
替

え
工
事
を
行
う
中
こ
の
た
び

の
台
風
で
遊
歩
道
の
一
部
が

崩
落
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

 
真
下
議
員
は
９
月
28
日
の

道
議
会
本
会
議
で
「
２
千
万

円
の
補
正
予
算
を
歓
迎
す
る

が
一
層
の
尽
力
を
求
め
る
」

と
質
問
。
知
事
は
、
「
で
き

る
だ
け
早
期
の
復
旧
を
め
ざ

す
」
と
答
え
ま
し
た
。 



 

 

北
海
道
を
襲
っ
た
一
連
の
台

風
・
大
雨
に
よ
る
災
害
対
策
補

正
予
算
総
額
約
６
５
１
億
円
が

追
加
提
案
さ
れ
９
月
28
日
全

会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

質
疑
に
立
っ
た
真
下
議
員

は
、
８
月
29
日
に
農
水
省
に

農
地
復
旧
対
策
を
求
め
、
査
定

を
待
た
ず
に
応
急
工
事
が
で
き

る
「
査
定
前
着
工
制
度
」
の
積

極
的
活
用
を
推
進
す
る
と
回
答

を
得
ま
し
た
が
、
周
知
が
不
十

分
な
こ
と
が
現
地
調
査
で
わ

か
っ
た
と
紹
介
。
紙
智
子
参

議
、
畠
山
和
也
衆
議
と
連
携

し
、
国
に
急
き
ょ
査
定
前
着
工

の
周
知
を
求
め
、
指
摘
を
受
け

た
農
水
省
は
改
め
て
制
度
周
知

の
通
達
を
発
出
し
、
道
は
市
町

村
に
通
知
。
現
在
、
申
請
を
進

め
て
い
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

  道政・道議会に関するご意見・ご要望をお寄せください。 Ｅ-mail : m.noriko.office@gmail.com 

 
 

 

北
海
道
は
子
ど
も
の
貧
困
の

割
合
が
高
く
、
対
策
が
急
が
れ

て
い
ま
す
。
真
下
議
員
は
見
え

に
く
い
と
い
わ
れ
る
子
ど
も
の

貧
困
の
現
状
を
、
道
が
調
査
す

る
よ
う
求
め
て
き
ま
し
た
。
道

は
北
大
と
の
共
同
調
査
を
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

26
日
の
一
般
質
問
で
「
所

得
だ
け
で
は
表
さ
れ
な
い
実
際

の
生
活
水
準
を
は
か
る
た
め
ユ

ニ
セ
フ
は
『
は
く
奪
状
態
』
を

指
標
に
し
て
い
ま
す
。
相
対
的

貧
困
や
は
く
奪
状
態
の
視
点
か

ら
調
査
す
る
必
要
」
を
提
案
し

ま
し
た
。 

 
田
中
宏
之
少
子
高
齢
化
対
策

監
は
「
朝
食
や
子
ど
も
部
屋
な

ど
子
ど
も
の
生
活
に
と
っ
て
必

要
な
も
の
が
欠
け
て
い
る
、
い

わ
ゆ
る
は
く
奪
状
態
に
か
か
わ

る
設
問
や
世
帯
収
入
な
ど
調
査

項
目
や
調
査
方
法
を
幅
広
い
視

 

真
下
議
員
は
現
地
調
査
の
声

を
届
け
な

が
ら
、
一

層
の
と
り

く
み
を
求

め

ま

し

点
で
検
討
し
て
い
る
」
と
答

弁
。
高
橋
知
事
も
「
実
態
調
査

の
結
果
を
と
り
ま
と
め
地
域
の

実
情
に
合
っ
た

効
果
的
な
と
り

く
み
を
促
進
す

る
」
と
答
弁
。 

 

経
済
的
な
理
由
で
医
療
費
の

支
払
い
が
困
難
な
方
の
病
院
窓

口
で
の
支
払
い
を
減
額
ま
た
は

免
除
す
る
無
料
定
額
診
療
事
業

が
あ
り
ま
す
。
道
内
22
の
市

町
村
で
、
51
の
医
療
機
関
が

実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

旭
川
市
内
で
は
４
月
か
ら
、

道
北
勤
医
協
一
条
通
病
院
・ 

一
条
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
利
用
し
た

場
合
、
就
学
援
助
を
受
け
て
い

る
世
帯
の
児
童
生
徒
だ
け
で
な

く
、
世
帯
全
員
を
こ
の
対
象
と

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

村
木
一
行
道
保
健
福
祉
部
長

は
「
受
診
機
会
の
確
保
に
有
意

義
」
と
評
価
し
「
各
医
療
機
関

の
医
療
内
容
の
情
報
提
供
の
実

施
を
検
討
す
る
」
と
答
弁
。 

 

 

柴
田
達
夫
教
育
長
は
「
無
料

定
額
診
療
な
ど
支
援
制
度
の
き

め
細
か
な
情
報
提
供
を
働
き
か

け
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。 

た
。
高
橋
知
事
は
「
被
害
が
特

に
甚
大
で
高
い
技
術
力
が
必
要

と
さ
れ
る
場
合
に
は
道
が
事
業

主
体
と
な
っ
て
工
事
を
行
う
な

ど
、
１
日
も
早
い
農
地
復
旧
に

向
け
力
を
尽
く
す
」
と
答
弁
し

ま
し
た
。 

 

ま
た
、
林
道
被
害
の
査
定
前

着
工
や
、
個
人
所
有
の
ホ
タ
テ

養
殖
施
設
や
昆
布
干
場
な
ど
の

水
産
業
被
害
も
被
災
対
策
の
対

象
と
な
り
、
被
災
地
の
方
々
か

ら
歓
迎
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。 

 介護が必要な高齢者が在宅で生活するために、車い

すや特殊ベッド、リフトや床ずれ防止マット、徘徊感

知器などの福祉用具貸与や、室内外の段差解消やトイ

レの洋式化などの住宅改修は必要不可欠です。ところ

が安倍政権は、利用者の65％にあたる要介護２までの

方の利用を介護保険からはずし、原則、全額自己負担

にしようとしています。北海道の要支援・要介護１・

２の方の利用は2014年度、以下の実績だということが

真下議員の質問で明らかになりました。 

福祉用具貸与 住宅改修 生活援助・身体介護 

約５２万件・月 約１万９千件  

約３４億６千万円 約１４億５千万円 約１８７億円 

 これが自己負担になると経済的理由で使えない事態

になりかねません。安倍政権の見直しによって家族介

護の負担が増し、症状の改善に逆行して重症化につな

がりかねません。甚大な道民負担と影響を踏まえて、

国に対して社会保障としての介護保険の充実と財源確

保、介護利用のとりあげを許さない立場で提言を行う

ことを求めました。 

 高橋知事は、「在宅で暮らす介護認定を受けた高齢

者にとって大事なサービス。議論の動向を注視する。

全国知事会と連携し必要な要望をする」と答え、国任

せ知事会任せの無責任な答弁を繰り返すだけでした。 

 真下議員は「国民から国家的サギだといわれても仕

方ない」と厳しく批判。重度化が進

み家族の負担を増やすサービス削減

を行わないよう国に求める必要があ

ると指摘しました。 


